
い
た
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
》

勿
論
で
あ
る
。
そ
こ
で
財
界
に
Ｌ

を
及
ぼ
す
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

維
新
以
来
の
急
激
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
明
の
輸
入
と
共
に
、
そ
の
大
き
い
パ
イ
プ
と
な
っ
た
丸
善
の
事
業
は
、
年
と
共
に
発
展
し
て
、

そ
の
業
種
も
規
模
も
、
共
に
拡
大
さ
れ
て
き
た
が
、
明
治
十
七
年
に
至
っ
て
、
図
ら
ず
も
そ
の
存
立
に
関
す
る
、
重
大
な
事
件
を
迎
え

る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
す
な
わ
ち
丸
家
銀
行
の
破
綻
で
あ
る
。

丸
家
銀
行
が
、
そ
の
理
事
者
を
通
し
て
、
丸
善
の
各
種
の
営
業
に
緊
密
な
関
係
を
保
ち
、
い
わ
ば
丸
善
の
金
融
の
枢
軸
を
掌
握
し
て

い
た
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
も
丸
家
銀
行
は
、
そ
れ
と
同
時
に
、
一
般
銀
行
と
し
て
、
そ
の
営
業
を
続
け
て
い
た
こ
と
も

勿
論
で
あ
る
。
そ
こ
で
財
界
に
大
き
い
変
動
が
起
る
と
共
に
、
丸
家
銀
行
は
大
打
撃
を
受
け
、
そ
の
打
撃
は
ま
た
直
ち
に
丸
善
に
影
響

第
十
五
章
丸
家
銀
行
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破
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そ
も
そ
も
こ
の
財
界
の
変
動
は
、
政
府
の
財
政
政
策
の
変
化
か
ら
起
っ
た
も
の
で
あ
る
。
元
来
明
治
政
府
で
は
、
維
新
の
当
初
に
は

由
利
公
正
が
財
政
の
局
に
当
り
、
太
政
官
札
を
発
行
し
て
当
面
の
急
に
応
じ
た
が
、
そ
れ
以
来
民
部
省
札
、
大
蔵
省
免
換
証
券
、
開
拓

使
免
換
証
券
等
が
、
引
き
続
い
て
発
行
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
証
券
は
免
換
と
い
う
名
を
冠
し
て
も
、
事
実
は
不
換
紙
幣
で
あ
っ
た
。
さ

ら
に
国
立
銀
行
が
相
つ
い
で
各
地
に
設
立
さ
れ
る
と
、
そ
の
発
行
に
係
る
巨
額
の
銀
行
紙
幣
が
こ
れ
に
加
わ
っ
た
。
そ
し
て
西
南
戦
役
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が
勃
発
す
る
と
、
そ
の
軍
費
を
調
達
す
る
必
要
か
ら
紙
幣
を
増
発
し
た
た
め
に
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
更
に
昂
進
の
度
を
加
え
た
。

そ
の
結
果
明
治
十
三
年
に
は
、
政
府
及
び
銀
行
発
行
の
紙
幣
の
流
通
高
は
、
つ
い
に
一
億
七
千
余
万
円
に
達
し
、
こ
れ
に
反
比
例
し
て

正
貨
は
減
少
し
て
、
そ
の
年
十
一
一
月
に
は
わ
ず
か
に
七
百
十
六
万
円
余
に
止
ま
り
、
流
通
紙
幣
の
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
達
し
な
い
状
態

と
な
っ
た
。
こ
れ
が
紙
幣
価
格
の
暴
落
、
物
価
の
暴
騰
、
ま
た
公
債
価
格
の
下
落
、
金
利
の
昂
騰
を
招
く
の
は
必
然
で
あ
る
。
明
治
十

四
年
に
は
、
銀
貨
一
円
に
対
し
て
、
紙
幣
一
円
七
十
九
銭
五
厘
ま
で
下
落
し
た
。
物
価
の
指
標
と
も
い
う
べ
き
米
価
は
、
明
治
十
年
一

月
に
一
石
四
円
六
十
銭
で
あ
っ
た
も
の
が
、
明
治
十
三
年
十
二
月
に
は
、
十
一
一
円
十
一
銭
と
、
三
倍
に
近
く
騰
貴
し
て
い
る
。
一
方
七

分
利
付
金
禄
公
債
は
、
明
治
十
一
年
十
月
に
八
十
四
円
三
十
四
銭
五
厘
で
あ
っ
た
も
の
が
、
十
三
年
十
二
月
に
は
、
六
十
円
七
十
三
銭

三
厘
に
下
落
し
た
。
そ
し
て
金
利
は
、
明
治
十
年
に
最
高
一
割
程
度
で
あ
っ
た
も
の
が
十
三
年
に
は
一
割
八
分
に
達
す
る
に
至
っ
た
。

こ
れ
ら
の
現
象
が
、
経
済
の
不
健
全
な
様
相
を
示
す
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

す
で
に
大
隈
重
信
も
大
蔵
卿
と
し
て
、
こ
の
不
健
全
な
状
態
を
整
理
す
る
計
画
を
持
っ
て
い
た
。
し
か
し
明
治
十
四
年
の
政
変
に
よ

っ
て
、
そ
の
一
党
は
政
府
か
ら
駆
逐
さ
れ
た
。
大
隈
の
後
を
承
け
た
佐
野
常
民
も
間
も
な
く
そ
の
職
を
辞
し
た
。
そ
こ
で
松
方
正
義
は
、

こ
れ
に
代
っ
て
大
蔵
卿
と
な
り
、
困
難
を
極
め
た
国
家
財
政
の
処
理
に
当
る
こ
と
と
な
っ
た
。

松
方
の
財
政
政
策
は
、
一
言
に
し
て
い
え
ば
超
緊
縮
予
算
の
実
施
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
政
府
は
明
治
十
五
年
度
か
ら
明
治
十
七
年

度
に
至
る
三
カ
年
間
は
、
歳
出
を
据
え
置
き
に
し
て
そ
の
膨
脹
を
抑
え
、
更
に
年
六
七
百
万
円
ほ
ど
を
、
一
般
財
政
収
入
か
ら
捻
出
し

て
、
そ
の
一
部
で
直
接
に
紙
幣
の
鎗
却
に
宛
て
る
と
共
に
、
そ
の
一
部
で
は
正
貨
準
備
の
充
実
を
図
る
こ
と
と
し
た
。
こ
の
計
画
は
朝

鮮
に
於
け
る
壬
午
事
変
の
勃
発
や
、
そ
の
他
各
種
の
障
害
に
よ
っ
て
、
予
定
通
り
に
は
運
ば
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
幾
つ
か
の
新
税
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迫
ば
か
り
で
な
く
、
銀
行
自
体
に
特
殊
な
事
情

二
丸
家
銀
行
の
破
綻
と
金
原
明
善
の
努
力

280

を
創
設
し
て
、
歳
入
の
増
加
を
図
っ
た
た
め
に
、
明
治
十
八
年
ま
で
に
、
紙
幣
鎗
却
高
と
準
備
金
繰
入
高
と
を
合
せ
て
、
四
千
万
円
を

超
え
る
に
至
っ
た
。
こ
の
強
行
措
置
が
、
紙
幣
価
値
の
回
復
に
及
ぼ
し
た
結
果
は
、
実
に
顕
著
で
あ
っ
て
、
明
治
十
七
年
七
月
に
は
、

銀
貨
と
紙
幣
の
差
は
、
わ
ず
か
に
四
銭
七
厘
と
な
っ
た
。
ま
た
正
貨
準
備
金
も
四
千
二
百
二
十
六
万
円
に
達
し
た
。
貿
易
に
お
い
て
も

明
治
十
五
年
以
後
は
出
超
と
な
っ
て
、
国
際
貸
借
は
有
利
に
転
じ
、
金
銀
も
明
治
十
八
年
ま
で
に
、
七
百
九
十
万
円
余
の
入
超
と
な
っ

た
。
松
方
の
財
政
政
策
は
、
こ
こ
に
美
事
な
成
功
を
収
め
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
こ
の
き
び
し
い
デ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
政
策
が
、
一
般
に
非
常
な
不
景
気
を
招
く
に
至
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
貨
幣
価

値
が
高
ま
る
の
に
反
比
例
し
て
、
物
価
は
下
落
し
た
。
そ
の
た
め
に
さ
き
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
時
代
に
起
っ
た
中
小
の
企
業
は
、
生

産
品
の
値
下
り
を
来
た
し
、
そ
の
打
撃
に
よ
っ
て
、
倒
産
す
る
も
の
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
明
治
十
五
年
に
一
一
一
千
一
一
一
百
一
一
一
十
六
社
で
、

五
千
四
百
七
十
万
円
の
資
金
を
持
っ
て
い
た
会
社
が
、
明
治
十
八
年
に
は
、
千
二
百
七
十
九
社
、
五
千
六
十
万
円
に
減
じ
て
い
る
。
こ

れ
に
よ
っ
て
も
お
お
よ
そ
当
時
の
情
勢
を
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

諸
企
業
の
倒
産
の
続
発
と
共
に
、
金
融
界
も
ま
た
こ
れ
に
伴
な
っ
て
、
融
資
の
回
収
が
困
難
と
な
っ
て
閉
店
す
る
も
の
が
、
少
な
か

ら
ず
あ
っ
た
。
明
治
十
七
年
に
は
、
大
阪
の
九
十
三
銀
行
、
樋
口
銀
行
、
京
都
の
竹
原
銀
行
、
横
浜
の
東
洋
銀
行
支
店
な
ど
が
閉
店
し

た
。
そ
し
て
丸
家
銀
行
も
、
ま
た
不
幸
に
も
そ
の
一
つ
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
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も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
当
時
丸
家
銀
行
の
頭
取
で
あ
っ
た
近
藤
孝
行
は
、
自
分
の
主
宰
し
て
い
た
六
行
組
と
い
う
旧
山
形
藩
士
の
結

社
に
、
個
人
的
に
融
資
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
前
述
の
経
済
界
の
情
勢
の
た
め
に
、
六
行
組
は
事
業
不
振
に
陥
っ
て
、
そ
の
回
収
が
困

難
に
な
る
と
、
近
藤
は
そ
の
債
務
を
丸
家
銀
行
に
振
り
替
え
た
。
そ
の
金
額
は
不
明
で
あ
る
が
、
そ
の
た
め
に
銀
行
は
融
通
資
金
が
欠

乏
す
る
こ
と
と
な
っ
た
か
ら
、
近
藤
は
銀
行
の
株
主
に
対
し
て
、
預
金
を
増
額
す
る
〉
）
と
を
要
請
し
た
。
こ
の
場
合
預
金
と
い
う
の
は
、

す
な
わ
ち
一
種
の
増
資
に
外
な
ら
な
い
。
し
か
し
株
主
と
し
て
も
、
デ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
時
代
で
あ
る
か
ら
余
裕
に
乏
し
く
、
こ
の
要

請
を
受
け
る
と
、
必
然
的
に
銀
行
の
経
理
内
容
に
つ
い
て
疑
惑
が
起
り
、
株
主
等
は
自
身
の
財
産
を
保
全
す
る
た
め
に
、
逸
早
く
自
分

の
名
義
の
預
金
を
引
き
出
し
に
か
か
っ
た
。
こ
れ
は
勿
論
銀
行
内
部
の
問
題
で
あ
る
が
、
こ
う
し
て
預
金
が
ま
す
ま
す
枯
渇
す
る
と
共

に
、
そ
の
事
情
が
お
の
ず
か
ら
外
部
に
も
洩
れ
て
、
一
般
の
取
付
け
を
引
き
起
す
こ
と
と
な
り
、
明
治
十
七
年
四
月
末
、
こ
こ
に
丸
家

銀
行
は
支
払
停
止
と
い
う
最
大
の
危
機
に
直
面
す
る
》
）
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

丸
家
銀
行
の
破
綻
は
、
丸
善
商
社
を
は
じ
め
と
し
て
、
丸
家
銀
行
の
金
融
に
依
存
す
る
諸
事
業
に
取
っ
て
致
命
的
事
件
で
あ
っ
た
。

早
矢
仕
有
的
は
間
も
な
く
整
理
の
た
め
に
丸
善
の
臨
時
株
主
総
会
を
開
い
た
。
中
村
道
太
は
そ
の
議
長
と
な
っ
た
。
こ
の
臨
時
総
会
で

有
的
は
丸
善
商
社
の
社
長
の
地
位
を
退
ぞ
く
と
同
時
に
、
貿
易
商
会
、
明
治
生
命
保
険
会
社
、
そ
の
他
そ
れ
ま
で
関
係
し
て
い
た
各
種

の
会
社
の
地
位
を
す
ぺ
て
弛
ち
、
近
藤
孝
行
が
責
任
を
負
っ
て
丸
家
銀
行
の
頭
取
の
地
位
か
ら
退
ぞ
い
た
後
を
承
け
て
、
み
ず
か
ら
頭

取
と
な
り
、
中
村
道
太
、
大
塚
嘉
蔵
等
が
取
締
役
に
就
任
し
て
、
整
理
の
衝
に
当
る
こ
と
と
な
っ
た
。
支
払
停
止
当
時
の
バ
ラ
ン
ス
。

シ
ー
ト
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
十
一
月
二
日
付
の
早
矢
仕
有
的
宛
の
福
沢
諭
吉
の
書
翰
に

「
丸
家
銀
行
五
十
余
万
円
負
債
一
一
対
シ
テ
四
拾
余
万
円
ノ
貸
金
ア
リ
ト
称
ス
。
此
計
算
甚
タ
疑
う
可
シ
」
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と
あ
る
の
を
見
る
と
、
債
務
約
五
十
万
円
、
債
権
約
四
十
万
円
と
称
せ
ら
れ
て
い
た
ら
し
い
。
し
か
し
「
早
矢
仕
有
的
年
譜
」
に
は
、

丸
家
銀
行
の
債
務
約
七
十
万
円
と
あ
る
。
ま
た
債
権
の
中
に
は
、
そ
の
証
書
に
も
法
律
的
に
不
備
な
も
の
が
多
く
、
ま
た
回
収
不
能
の

不
良
貸
付
が
多
か
っ
た
こ
と
も
事
実
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
丸
家
銀
行
に
対
す
る
大
口
の
債
権
者
に
は
、
三
菱
銀
行
や
第

三
国
立
銀
行
（
安
田
）
な
ど
が
あ
り
、
特
に
三
菱
の
債
権
は
、
担
保
の
入
っ
た
確
実
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。

早
矢
仕
有
的
は
、
丸
家
銀
行
の
頭
取
の
任
に
就
く
と
、
直
ち
に
日
本
銀
行
の
副
総
裁
で
あ
っ
た
富
田
鉄
之
助
に
援
助
を
乞
う
た
。
富

田
は
株
主
側
で
応
分
の
出
資
を
し
て
、
銀
行
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
誠
意
を
示
す
な
ら
ば
、
援
助
の
方
法
も
あ
ろ
う
と
示
唆
し
た
。
そ

こ
で
有
的
は
銀
行
の
存
続
を
希
望
す
る
株
主
債
権
者
の
、
主
だ
っ
た
人
六
六
・
七
名
と
図
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
応
分
の
私
財
を
拠
出
し
て
、

き
ん
ば
ら

維
持
社
を
組
織
し
た
。
こ
の
維
持
社
の
中
心
と
な
っ
て
、
丸
家
銀
行
の
た
め
に
援
助
し
た
者
は
、
実
に
金
原
明
善
で
あ
る
。

金
原
明
善
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
明
治
時
代
の
特
異
な
企
業
家
で
あ
る
。
初
名
は
弥
一
郎
、
天
保
三
年
（
一
八
一
一
一
二
年
）
六
月
七
日
、

あ
ん
室

遠
江
国
長
上
郡
安
間
村
（
現
在
の
静
岡
県
浜
松
市
安
間
町
）
に
生
れ
、
大
正
十
一
一
年
（
一
九
一
一
一
一
一
年
）
一
月
十
四
日
、
東
京
の
渋
谷
の

羽
根
沢
（
現
在
の
渋
谷
区
羽
沢
町
）
に
残
し
た
。
安
間
村
は
弘
化
二
年
以
来
松
平
家
（
大
河
内
氏
の
分
家
）
の
知
行
所
で
あ
っ
た
が
、

金
原
家
は
代
灸
村
名
主
を
勤
め
、
明
善
も
安
政
二
年
以
来
そ
の
職
に
あ
っ
た
。
こ
の
地
方
は
昔
か
ら
天
龍
川
の
氾
濫
に
悩
ま
さ
れ
る
こ

と
が
多
か
っ
た
が
、
明
善
は
奮
っ
て
そ
の
治
水
に
志
し
、
明
治
維
新
後
、
静
岡
藩
時
代
、
浜
松
県
時
代
と
、
引
き
続
い
て
そ
の
実
現
に

努
力
し
た
。
明
治
七
年
天
龍
川
通
堤
防
会
社
が
設
立
さ
れ
、
明
善
は
そ
の
社
長
に
任
命
さ
れ
た
。
翌
年
会
社
の
名
称
は
治
河
協
力
社
と

改
め
ら
れ
た
。
明
善
が
こ
の
事
業
を
完
遂
す
る
た
め
に
、
内
務
卿
大
久
保
利
通
に
面
会
し
て
、
家
産
一
切
を
提
供
し
た
こ
と
は
、
有
名

な
事
実
で
あ
る
。
治
河
協
力
社
の
事
業
に
は
、
勿
論
多
く
の
困
難
が
あ
っ
た
が
、
天
龍
川
の
全
測
量
を
行
な
い
、
駒
場
村
以
下
二
十
一
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力
所
に
量
水
標
を
設
置
し
、
上
流
の
岩
石
を
破
砕
し
、
堤
防
の
修
築
を
行
な
っ
て
い
る
。
は
じ
め
て
天
龍
川
に
橋
を
架
し
た
の
も
（
明

治
七
年
）
、
治
河
協
力
社
の
事
業
で
あ
る
。
治
河
協
力
社
は
事
情
が
あ
っ
て
、
明
治
十
八
年
に
解
散
す
る
に
至
っ
た
が
、
そ
の
治
水
事

業
に
お
け
る
功
績
は
没
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
・

彼
は
ま
た
治
水
と
植
林
と
が
、
切
り
離
す
こ
と
の
で
き
な
い
関
係
に
あ
る
こ
と
を
考
え
、
明
治
十
八
年
以
来
自
ら
植
林
事
業
に
着
手

し
た
。
静
岡
県
の
瀬
尻
官
有
林
の
植
林
な
ど
は
、
実
に
十
四
年
間
に
わ
た
っ
た
大
事
業
で
あ
っ
た
。
こ
れ
と
並
行
し
て
行
わ
れ
た
有
名

な
金
原
林
は
、
い
ま
も
金
原
治
山
治
水
財
団
の
基
本
財
産
と
な
っ
て
い
る
。
明
善
が
「
明
治
の
二
宮
尊
徳
」
と
呼
ば
れ
た
の
も
、
そ
の

主
な
理
由
は
、
彼
が
こ
う
し
た
公
共
事
業
に
、
挺
身
努
力
し
た
か
ら
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

金
原
明
善
が
、
ど
の
よ
う
な
事
情
で
、
丸
家
銀
行
に
関
係
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
か
は
、
明
ら
か
で
な
い
。
し
か
し
丸
家
銀
行
に
旧

山
形
藩
主
水
野
忠
精
を
中
心
と
す
る
、
い
わ
ば
山
形
系
財
閥
に
属
す
る
株
主
が
有
力
で
あ
っ
て
、
頭
取
近
藤
孝
行
も
、
こ
れ
を
代
表
す
る

も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
前
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
水
野
忠
精
は
、
天
保
の
改
革
で
有
名
な
水
野
忠
邦
の
後
嗣
で
あ
る
が
、
忠
邦
は

弘
化
年
間
ま
で
浜
松
の
領
主
で
あ
っ
た
。
従
が
っ
て
水
野
家
が
山
形
に
移
封
の
後
も
、
金
原
家
は
こ
れ
と
何
等
か
の
関
係
が
あ
っ
た
こ

と
が
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
丸
善
商
社
及
び
丸
家
銀
行
で
、
早
矢
仕
有
的
に
次
ぐ
有
力
者
で
あ
っ
た
中
村
道
太
は
、
豊
橋
の
出
身
で
あ
っ

て
、
明
善
と
は
古
く
か
ら
親
し
い
友
人
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
恐
ら
く
明
善
は
こ
の
よ
う
な
関
係
で
、
丸
家
銀
行
及
び
丸
善
商
社
に
関
係

を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
明
善
の
控
帖
に
は
、
明
治
十
四
年
頃
か
ら
丸
善
為
換
店
と
の
取
引
記
事
が
散
見
す
る
。
丸
善
為

換
店
が
丸
家
銀
行
に
合
併
さ
れ
る
と
、
そ
の
関
係
は
必
然
的
に
丸
家
銀
行
に
引
き
継
が
れ
る
こ
と
と
な
る
。
明
治
十
五
年
五
月
の
明
善

の
書
簡
に
よ
る
と
、
明
善
は
丸
善
為
換
店
の
招
待
で
、
新
富
町
へ
芝
居
見
物
に
赴
い
て
い
る
。
両
者
の
親
密
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。



そ
し
て
丸
家
銀
行
に
は
治
河
協
力
社
の
預
金
が
約
十
万
円
あ
っ
て
、
大
口
債
権
者
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
関
係
で
、

丸
家
銀
行
が
破
綻
に
瀕
す
る
と
、
明
善
は
、
近
藤
孝
行
か
ら
援
助
の
要
請
を
受
け
、
早
矢
仕
が
近
藤
に
代
っ
て
整
理
の
任
に
当
る
と
、

ま
た
引
き
続
い
て
そ
の
依
頼
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

明
善
は
こ
の
任
に
当
る
に
つ
い
て
、
銀
行
か
ら
費
用
を
出
さ
せ
て
は
、
立
派
な
口
が
利
け
な
い
と
い
っ
て
、
生
活
費
も
一
切
自
弁
と

し
、
そ
れ
も
経
費
を
切
り
詰
め
る
た
め
に
、
銀
行
の
一
隅
で
自
炊
を
し
な
が
ら
、
日
夜
苦
心
を
重
ね
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

明
善
は
、
ま
ず
維
持
社
の
人
女
と
共
に
、
取
り
あ
え
ず
丸
家
銀
行
の
所
有
す
る
債
権
を
保
全
す
る
た
め
に
、
五
千
円
の
資
金
で
東
里

為
替
店
と
称
す
る
銀
行
業
類
似
の
会
社
を
、
丸
家
銀
行
の
隣
に
設
立
し
て
、
銀
行
の
債
権
の
取
り
立
て
を
引
き
継
い
だ
。
そ
の
年
月
は

明
治
十
七
年
八
月
と
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
の
仕
事
は
そ
れ
よ
り
も
早
く
六
月
頃
か
ら
進
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
東
里
の
名
称
の
意

味
も
不
明
で
あ
る
が
、
八
木
佐
吉
が
、
日
本
橋
通
の
ト
ウ
リ
に
字
を
宛
て
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
い
う
推
測
は
、
或
は
当
っ
て
い
る

か
も
知
れ
な
い
。
こ
れ
が
後
の
金
原
銀
行
の
前
身
で
あ
る
。
為
替
店
が
銀
行
に
改
組
さ
れ
た
の
は
、
明
治
一
一
一
十
三
年
の
こ
と
で
あ
る
。

（
金
原
銀
行
は
後
に
三
菱
銀
行
と
合
同
し
た
）

そ
の
一
方
債
務
に
つ
い
て
は
、
取
り
あ
え
ず
五
カ
年
間
据
え
置
き
、
こ
れ
に
年
四
分
の
利
子
を
付
し
、
明
治
十
七
年
十
一
一
月
に
、
そ

の
第
一
回
分
を
支
払
う
案
を
立
て
て
、
債
権
者
の
承
諾
を
求
め
る
こ
と
と
し
た
。
こ
の
利
子
の
支
払
に
は
、
回
収
し
た
若
干
の
債
権
を

者
は
、
こ
の
案
に
同
意
し
た
が
、
何
分
に
も
不
況
の
折
柄
で
あ
る
か
ら
、
債
権
の
回
収
が
困
難
で
、
支
払
金
の
融
通
の

福
沢
が
明
治
十
七
年
十
一
月
十
六
日
付
丸
家
銀
行
維
持
社
員
宛
の
書
翰
の
中
で
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以
て
宛
て
た
の
で
あ
ろ
う
。

一
部
の
債
権
者
は
、
三

手
段
が
な
い
。
福
沢
が
明
治



さ
を
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

あ
き
た

し
か
Ｊ
も
整
理
の
好
転
し
な
い
実
情
に
係
ら
な
い
、
若
し
く
は
こ
れ
に
見
切
り
を
つ
け
た
債
権
者
の
中
に
は
、
銀
行
の
維
持
に
反
対
す

る
も
の
が
出
て
き
た
。
安
田
銀
行
は
最
初
か
ら
維
持
社
に
加
わ
ら
な
か
っ
た
が
、
早
く
丸
家
銀
行
を
相
手
取
っ
て
、
訴
訟
を
提
起
し
て

い
る
。
安
田
銀
行
は
債
権
を
保
証
す
る
確
実
な
担
保
を
握
っ
て
い
た
か
ら
、
丸
家
銀
行
を
存
続
さ
せ
る
姑
息
策
よ
り
も
、
早
く
処
分
す

る
｝
）
と
を
利
益
と
考
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
訴
訟
は
結
局
示
談
と
な
っ
た
。
そ
の
間
に
は
幾
多
の
事
情
が
伏
在
し
た
よ
う
で
あ
る

が
、
い
ま
は
そ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

し
か
し
安
田
銀
行
の
訴
訟
は
示
談
と
な
っ
て
も
、
債
権
者
の
中
に
は
、
身
代
限
り
処
分
（
破
産
宣
告
）
の
申
請
を
提
起
す
る
者
が
続

左
と
し
て
出
た
。
そ
の
た
め
に
明
治
十
九
年
二
月
に
は
、
整
理
案
を
承
諾
し
た
債
権
者
か
ら
、
東
京
府
庁
に
出
訴
し
た
債
権
者
十
一
一
名

へ
預
金
総
額
一
万
二
千
四
百
円
余
）
に
対
し
て
、
訴
訟
取
り
下
げ
の
説
諭
を
歎
願
し
た
が
、
こ
れ
は
も
と
よ
り
取
り
上
げ
ら
れ
る
筋
合

（
預
金
総
額
一
万
二
千
雨

の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

こ
う
し
て
内
外
の
事
情
の
急
迫
か
ら
、
丸
家
銀
行
の
整
理
は
絶
望
的
と
な
っ
た
。
明
治
十
九
年
十
月
に
は
、
芝
の
青
松
寺
で
、
整
理
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「
債
主
ノ
談
判
ハ
右
ノ
如
ク
一
段
落
ヲ
付
ヶ
、
扱
諸
方
へ
周
旋
奔
走
ス
レ
ド
モ
、
中
女
事
ノ
緒
一
一
就
ク
可
キ
ー
ー
モ
非
ス
・
」

と
言
っ
て
い
る
の
は
、
こ
の
間
の
事
情
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
最
初
の
利
子
の
支
払
期
日
は
、
こ
の
年
の
十
二
月
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
充
当
す
る
積
立
金
の
金
額
が
不
足
し

た
た
め
に
、
支
払
は
延
期
さ
れ
た
。
そ
し
て
翌
明
治
十
八
年
四
月
に
、
第
一
回
の
利
子
支
払
が
行
わ
れ
た
。
同
時
に
債
権
者
に
対
し
て
、

新
証
書
を
交
付
し
た
。
し
か
し
十
八
年
度
の
利
子
の
支
払
は
、
や
は
り
十
九
年
八
月
ま
で
延
び
て
い
る
。
銀
行
側
の
債
務
履
行
の
困
難



案
を
承
諾
し
た
債
権
者
の
総
会
が
開
か
れ
や
そ
の
預
金
（
債
権
）
総
額
二
十
六
万
四
千
三
百
円
を
、
約
一
一
一
分
の
一
の
八
万
八
千
円
で
》

中
村
道
太
に
談
り
渡
し
、
こ
れ
を
預
金
額
に
よ
っ
て
按
分
し
て
、
明
治
二
十
年
十
一
一
月
ま
で
に
四
回
に
払
戻
す
こ
と
を
決
議
し
た
。
そ

し
て
そ
の
第
一
回
の
払
戻
し
は
、
十
九
年
十
二
月
に
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
の
経
過
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
間
に
債
権
者
の
提
訴

に
対
す
る
審
理
は
進
行
し
、
明
治
一
一
十
一
年
五
月
二
十
六
日
に
、
丸
家
銀
行
は
遂
に
破
産
の
宣
告
を
受
け
た
。
有
的
、
道
太
を
は
じ
め

明
善
ら
の
努
力
も
、
富
田
副
総
裁
の
好
意
も
、
こ
こ
に
遂
に
水
泡
に
帰
し
た
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
丸
家
銀
行
の
破
産
に
関
連
し
て
、
銀
行
が
無
限
責
任
を
称
し
て
い
た
た
め
に
、
一
部
の
債
権
者
か
ら
は
、
株
主
の
財
産
を
も
提

供
せ
よ
と
い
う
訴
訟
が
提
起
さ
れ
た
。
こ
れ
は
事
実
問
題
と
し
て
も
法
律
問
題
と
し
て
も
重
大
で
あ
っ
た
が
、
東
京
始
審
裁
判
所
は
、

こ
れ
に
対
し
て
、
頭
取
の
名
義
に
よ
っ
て
受
け
た
裁
判
の
効
力
は
、
そ
の
ま
ま
株
主
に
対
し
て
執
行
す
べ
き
限
り
で
な
い
と
し
て
、
そ

の
提
訴
を
却
下
し
た
。
こ
れ
は
当
時
ま
だ
商
法
が
不
完
全
で
あ
っ
た
た
め
に
、
拠
る
べ
き
規
定
が
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
こ
の
た
め

に
会
社
の
責
任
を
明
ら
か
に
す
る
規
定
を
制
定
す
る
こ
と
は
、
一
般
か
ら
広
く
要
望
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

三
貿
易
商
会
の
倒
産
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丸
家
銀
行
の
破
綻
か
ら
や
や
遅
れ
て
、
貿
易
商
会
も
ま
た
倒
産
し
た
。
こ
れ
も
大
局
か
ら
云
え
ば
、
政
府
の
財
政
方
針
が
イ
ン
フ
レ

ー
シ
ョ
ン
か
ら
デ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
転
換
し
た
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
そ
れ
ま
で
貿
易
商
会
は
正
金
銀
行
と
密
接
な
関
係
に
あ
っ
て
、

そ
の
荷
為
替
資
金
の
中
か
ら
三
十
万
円
を
限
度
と
す
る
立
替
が
認
め
ら
れ
、
す
こ
ぶ
る
金
融
の
上
で
便
宜
が
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
明
治

十
五
年
に
中
村
道
太
が
貸
付
金
の
回
収
困
難
の
た
め
に
、
頭
取
を
辞
職
し
て
、
小
野
光
景
が
こ
れ
に
代
る
と
共
に
、
そ
れ
ま
で
商
会
に



貸
付
金
は
利
引
の
上
で
扉

て
、
有
的
の
死
に
及
ん
だ
。

貿
易
商
会
の
正
金
銀
行
に
対
す
る
立
替
金
返
納
の
問
題
は
、
実
に
貿
易
商
会
倒
産
後
一
一
十
余
年
を
経
た
明
治
四
十
四
年
に
、
漸
く
そ

の
結
末
を
見
る
こ
と
と
な
っ
た
。
同
年
二
月
衆
議
院
の
租
税
外
諸
収
入
金
整
理
一
一
関
ス
ル
法
律
案
委
員
会
は
、
こ
の
よ
う
な
政
府
所
有

の
い
わ
ゆ
る
古
証
文
の
整
理
廃
棄
を
審
議
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
委
員
会
に
お
け
る
委
員
長
秋
岡
義
二
の
質

問
に
対
す
る
、
政
府
委
員
菅
原
通
敬
の
答
弁
に
よ
る
と
、
貿
易
商
会
の
返
納
金
の
残
額
は
、
十
七
万
九
千
円
で
七
十
年
賦
に
な
っ
て
い

る
。
（
七
十
年
賦
と
な
っ
た
の
は
、
明
治
四
十
年
で
あ
る
）
そ
し
て
債
務
者
は
貿
易
商
会
の
社
長
早
矢
仕
有
的
と
支
配
人
朝
吹
英
二
の

二
人
で
あ
る
が
、
早
矢
仕
有
的
は
所
在
が
わ
か
ら
な
い
と
言
っ
て
い
る
。
有
的
は
す
で
に
十
年
前
に
死
亡
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
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与
え
ら
れ
て
い
た
便
宜
は
失
わ
れ
た
。
そ
の
上
に
茶
及
び
生
糸
の
価
格
が
暴
落
し
た
結
果
、
貿
易
商
会
は
非
常
な
損
失
を
蒙
む
つ
た
。

そ
の
た
め
に
貿
易
商
会
は
明
治
十
八
年
に
は
、
ウ
ラ
デ
ィ
ウ
オ
ス
ト
ク
支
店
及
び
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
を
廃
止
し
た
が
、
翌
十
九
年
に

至
っ
て
、
つ
い
に
解
散
の
巳
む
な
き
に
至
っ
た
。
一
時
そ
の
事
業
の
隆
盛
を
誇
っ
た
商
会
と
し
て
は
、
ま
こ
と
に
予
想
外
の
終
り
で
あ

っ
た
。
有
的
の
事
業
は
、
》
）
こ
に
ま
た
そ
の
重
要
な
一
つ
を
失
な
っ
た
の
で
あ
る
。

貿
易
商
会
は
、
そ
の
解
散
後
も
、
社
長
で
あ
っ
た
有
的
を
苦
し
め
た
。
正
金
銀
行
は
為
替
資
金
の
立
替
を
返
納
す
る
こ
と
を
要
求
し

た
が
、
有
的
は
貿
易
商
会
は
、
そ
の
は
じ
め
か
ら
国
家
的
事
業
と
し
て
は
じ
め
た
も
の
で
あ
る
か
ら
と
主
張
し
て
、
そ
の
支
払
を
拒
絶

し
た
。
大
蔵
省
か
ら
は
返
済
の
方
法
さ
え
立
て
る
な
ら
ば
、
そ
の
金
額
の
多
少
は
問
題
で
な
い
と
譲
歩
し
た
。
朝
吹
英
二
は
政
府
が
そ

れ
ほ
ど
言
う
の
で
あ
れ
ば
、
何
と
か
考
慮
し
た
ら
ど
う
か
と
調
停
し
た
が
、
有
的
は
断
じ
て
拒
ん
だ
。
結
局
明
治
二
十
三
年
に
な
っ
て
、

貸
付
金
は
利
引
の
上
で
一
時
に
返
納
す
る
こ
と
を
申
し
出
た
が
、
そ
れ
は
全
く
実
行
の
可
能
性
が
な
く
、
そ
の
ま
ま
据
え
置
き
と
な
っ
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こ
の
答
弁
は
す
こ
ぶ
る
滑
稽
で
あ
る
。
し
か
し
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
委
員
会
に
よ
っ
て
、
旧
債
務
を
廃
棄
す
る
政
府
の
方
針
は
承

認
さ
れ
、
同
年
一
一
一
月
、
租
税
外
諸
収
入
金
整
理
に
関
す
る
法
律
が
公
布
さ
れ
て
、
久
し
き
に
亙
っ
た
貿
易
商
会
の
債
務
は
、
こ
こ
に
完

全
に
免
除
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。




